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初
代
団
十
郎
の
信
仰
を
め
ぐ
っ
て 

 

浅 

野 

祥 

子 

 

市
川
団
十
郎
の
代
々
は
成
田
不
動
信
仰
で
著
名
だ
が
、
初
代
団
十
郎
は
多
く

の
神
仏
を
信
仰
し
、
そ
の
信
仰
の
度
合
い
も
熱
心
を
き
わ
め
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
小
稿
で
は
初
代
団
十
郎
の
信
仰
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
気
づ
い
た
こ
と
を

述
べ
て
ゆ
き
た
い
。
初
代
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
青
江
舜
二
郎
氏
（
１
）
加
賀
佳

子
氏
（
２
）
に
論
考
が
あ
り
、
殊
に
加
賀
氏
の
論
文
は
、
武
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
共

作
の
願
文
翻
刻
と
共
に
、
た
い
へ
ん
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。 

一 

初
代
団
十
郎
の
願
文 

 

初
代
の
信
仰
を
知
る
一
等
資
料
は
そ
の
願
文
（
２
）
で
、
伊
原
青
々
園
に
よ
る

大
正
六
年
の
書
写
本
が
、
現
在
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
そ

の
も
と
と
な
っ
た
原
本
は
震
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
が
、
加
賀
氏
は
、

初
代
団
十
郎
が
清
書
し
た
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

願
文
に
は
、
「
元
禄
六
年
願
文
」
と
「
元
禄
九
年
願
文
」
の
二
種
が
あ
り
、

「
六
年
願
文
」
に
は
「
元
禄
三
年
願
文
」
の
内
容
と
「
六
年
願
文
」
と
が
両
方

書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
種
の
願
文
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
祈
請
す
る
多
く
の
神
仏
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま

ず
初
め
に
そ
れ
ら
を
挙
げ
て
お
く
。 

 

三
年
願
文
は
三
宝
大
荒
神
に
対
し
て
書
か
れ
た
が
、
そ
の
中
に
祈
請
の
対
象

と
し
て
記
さ
れ
た
神
仏
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

上
野
両
大
師
、
日
月
、
明
星
、
二
十
八
宿
、
三
光
諸
天
、
天
道
大
日
如
来
、

不
動
明
王

に
二
童
子
（
大
山
）
、
愛
染
明
王 

  

六
年
願
文
で
は
、
三
年
願
文
の
如
く
努
力
精
進
し
た
結
果
、
神
仏
の
お
か
げ

で
諸
事
順
調
だ
っ
た
の
を
、
三
年
の
願
が
終
わ
っ
て
気
が
ゆ
る
み
、
運
が
少
し

傾
き
か
け
た
感
が
す
る
と
反
省
す
る
。
そ
し
て
、
再
び
、
酒
婬
を
慎
し
む
こ
と

を
誓
い
、
森
田
座
の
屋
に
の
ぼ
り
日
天
子
を
礼
拝
し
、
天
道
大
日
如
来
に
対
し

て
願
文
を
捧
げ
る
。 

 

九
年
願
文
で
は
、
自
身
の
家
族
の
無
事
を
、
「
大
日
日
輪
、
観
世
音
千
手
せ

ん
げ
ん
浅
間
、
延
命
愛
宕
則
荒
神
大
小
不
動
」
の
お
か
げ
と
感
謝
し
、
屋
に
の

ぼ
り
日
天
子
を
礼
拝
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
に
「
観
世
音
千
手
せ
ん
げ
ん
浅
間
」
と
あ
る
の
は
、
文
章
中
に
京
の
清

水
寺
に
塩
立
ち
、
水
ご
り
等
を
し
て
参
詣
し
た
こ
と
が
み
え
る
の
で
、
（
清
水

寺
の
観
世
音
は
千
手
千
眼
観
音
で
あ
る
）
「
浅
間
」
で
は
な
く
「
千
眼
」
で
あ
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ろ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
願
文
の
根
本
と
な
る
も
の
は
、
や
は
り
、
三
年
願
文
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
三
年
願
文
で
祈
請
す
る
神
仏
の
う
ち
「
上
野
両
大
師
」
を
、
加

賀
氏
は
、
慈
彗
大
師
、
天
海
大
僧
正
の
二
者
を
合
わ
せ
た
呼
称
だ
と
す
る
。
そ

し
て
、
慈
彗
は
安
産
の
祈

、
又
、
冷
泉
・
一
条
両
帝
の
誕
生
の
祈
祷
の
功
が

あ
っ
た
こ
と
、
天
海
は
「
慈
彗
の
絵
像
を
本
尊
に
し
た
祈
祷
に
よ
っ
て
、
家
光

の
世
子
竹
千
代
（
家
綱
）
を
出
世
さ
せ
た
と
謳
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
両
者
と

も
「
子
授
け
大
師
」
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
こ
と
に
鋭
い
指
摘
で
、
「
子
授
け
」
に
団
十
郎
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
を
示
す
証
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
、
も
う
一
つ
そ
こ
に
証
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
祈
請
先
の
一
つ

で
あ
る
大
山
不
動
明
王
に
つ
い
て
で
あ
る
。
実
は
願
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
述

が
あ
る
。 

 

一 

不
動
明
王

に
二
童
子
、
右
三
年
か
間
、
月
に
一
ふ
り
つ
ゝ
捧
ル
所

の
木
太
刀
、
歳
に
一
度
の
以
代
参
、
則
大
山
大
小
不
動
明
王
へ
是
を

捧
納
事 

  

「
不
動
明
王
」
と
あ
る
が
、
木
太
刀
を
大
山
に
納
め
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
は
大
山
の
不
動
尊
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
大

山
不
動
も
、
子
授
け
の
仏
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

『
相
模
大
山
縁
起
及
文
書
』
（
３
）
よ
り
関
連
す
る
記
事
を
抜
き
出
し
、
年
表

風
に
整
理
し
て
み
る
。
な
お
［ 

］
内
は
『
徳
川
実
紀
』
に
よ
る
。 

 

（
一
六
三
八
） 

寛
永
15
・
４
・
７ 

家
光
、
大
山
伽
藍
再
興
の
命
を
出
す 

（
一
六
四
○
） 

寛
永
17
・
８
・
14 

釿
始
め 

  
 
 

８
・
19 

春
日
局
登
山
し
、
家
光
に
子
を
授
か
る
よ
う
に
手
長

御
供
を
為
し
、
金
銀
鳥
目
等
奉
納
。 

（
一
六
四
一
） 

寛
永
18
・
８
・
３ 

[

家
光
に
長
男
誕
生
。
後
の
家
綱
。]

 

 
 
 
 

11
・
８ 

本
堂
よ
り
末
社
に
至
る
迄
落
成
。
春
日
局
よ
り
御
供

の
料
来
る
。 

 
 
 
 

11
・
９ 

入
仏
式 

（
一
六
四
二
） 

寛
永
19 

 
 

家
光
男
竹
千
代
誕
生
。 

 
 
 
 

９
・
28 

知
足
院
栄
増
竹
千
代
代
参
と
し
て
参
り
、
立
願
成
就

の
御
礼
を
な
す
。 

（
一
六
四
三
） 

寛
永
20
・
４
・
11 

建
立
成
就
の
祝
と
し
て
家
光
代
参
春
日
局
来
り
、
手
長

供
金
銀
等
の
奉
納
あ
り
。
一
山
の
住
僧
役
人
に
至
る
祝

儀
あ
り
。
凡
て
建
立
の
初
よ
り
の
費
用
十
八
万
両
。 

（
一
六
五
三
） 

承
応
２
・
正 

 

相
生
院
栄
誉
一
七
日
参
籠
。
温
座
の
護
摩
を
修
し
金
銀

等
奉
納
あ
っ
て
、
家
綱
十
三
歳
の
厄
除
祈
祷
を
な
す
。 

  

こ
の
資
料
は
家
綱
出
生
が
寛
永
一
九
年
と
な
っ
て
あ
り
、
正
確
さ
が
や
や
危

ぶ
ま
れ
は
す
る
が
、
御
供
の
種
類
、
家
光
の
奉
納
金
の
額
も
示
さ
れ
、
全
く
の

つ
く
り
事
と
は
思
わ
れ
な
い
（
４
）
。 

  

経
過
を
辿
る
と
、
春
日
局
に
よ
る
祈
請
の
他
、
家
綱
が
生
ま
れ
た
翌
年
に
、
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僧
栄
増
が
竹
千
代
（
家
綱
）
代
参
と
し
て
、
立
願
成
就
の
御
礼
参
り
を
し
て
お

り
、
家
光
の
大
山
再
興
が
嗣
子
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

家
光
の
嗣
子
に
つ
い
て
は
祈
祷
を
行
っ
た
寺
院
も
多
い
が
、
大
山
不
動
も
そ

の
一
つ
と
し
て
、
「
子
授
け
」
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
不
動
と
し
て
江
戸
の
人
口

に
の
ぼ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
初
代
団
十
郎
が
「
子
授
け
」
に
関
心
が
あ
っ

た
と
す
る
と
、
そ
の
点
か
ら
信
仰
を
も
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
つ
け
加
え
て
お
く
が
、
「
子
授
け
」
の
仏
は
「
子
育
て
」
に
も
御
利

益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
団
十
郎
の
場
合
、
既
に
長
男
を
得
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
大
山
不
動
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
伝
承
も
伝
わ
っ
て
い
る

（
５
）
。 

 

小
田
原
市
曽
我
の
城
前
寺
と
い
う
浄
土
宗
寺
院
は
曽
我
兄
弟
の
菩
提
寺
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
、
兄
弟
が
大
山
不
動
を
納
め
た
、
父
の
敵
工
藤
祐
経
を
討
つ

こ
と
を
誓
っ
た
願
文
が
あ
る
と
い
う
（
注
（
５
）
の
う
ち
『
曽
我
兄
弟
物
語
』
に

写
真
も
あ
り
）
。
母
が
大
山
信
仰
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
兄
弟
も
信
ず
る
よ

う
に
な
り
、
大
山
不
動
を
下
曽
我
背
後
の
山
に
勧
請
し
、
毎
日
祈
り
を
捧
げ
た

と
い
う
。
そ
の
山
は
今
も
不
動
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
又
、
城
前
寺
に
は
、
兄

弟
の
守
本
尊
だ
っ
た
と
い
う
不
動
三
尊
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

伝
説
の
多
く
付
与
さ
れ
て
い
る
曽
我
兄
弟
で
あ
る
か
ら
、
真
偽
の
程
は
定
か

で
は
な
い
の
だ
が
、
兄
弟
の
仇
討
の
成
功
は
大
山
不
動
の
加
護
に
よ
る
も
の
だ

と
い
う
、
民
衆
の
間
の
信
仰
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
げ
ら
れ
よ
う
。 

 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
る
か
と
い
う
と
、
元
禄
元
年
三
月
か
ら
五
月

ま
で
、
山
村
座
に
お
い
て
初
代
団
十
郎
は
「
古
今
兄
弟
兵
曽
我
」
と
い
う
作
品

を
上
演
し
て
い
る
（
こ
れ
が
、
確
認
で
き
る
団
十
郎
が
曽
我
物
を
演
じ
た
初
め

と
い
う
説
も
あ
る
─
注
（
６
）
─
）
。
そ
し
て
こ
の
年
、
一
〇
月
一
一
日
将
来
二
代

目
を
継
ぐ
べ
き
久
蔵
が
誕
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
６
）
。
当
時
二
九
歳
で
あ
っ

た
団
十
郎
の
喜
び
は
推
測
さ
れ
る
。 

 

大
山
不
動
を
信
仰
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
曽
我
兄
弟
の
芝
居
を
演

じ
た
年
に
長
男
を
授
か
っ
た
こ
と
は
、
信
心
深
い
団
十
郎
を
大
山
不
動
信
仰
に

結
び
付
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

二 

千
葉
の
信
仰 

１ 

星
の
信
仰 

 

団
十
郎
の
祖
先
は
千
葉
、
幡
ヶ
谷
の
出
身
と
い
わ
れ
る
。
正
保
年
中
、
江
戸

に
出
、
和
泉
町
に
住
ん
で
幡
谷
重
蔵
と
い
っ
た
と
い
う
（
７
）
。 

 

千
葉
に
中
世
ま
で
君
臨
し
た
の
は
千
葉
氏
で
あ
り
、
こ
の
氏
族
の
信
仰
が
近

世
以
降
も
千
葉
地
方
の
信
仰
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
団
十
郎
の
信
仰

の
中
に
も
、
千
葉
か
ら
も
ち
伝
え
た
も
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。 

 

そ
の
一
つ
は
星
の
信
仰
で
あ
る
。
千
葉
は
、
全
国
で
も
星
信
仰
の
盛
ん
な
所

で
あ
る
。
佐
野
賢
治
氏
に
よ
る
と
（
８
）
、
こ
の
地
方
の
星
宮
神
社
は
、
妙
見
神

社
と
習
合
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
基
調
に
千
葉
氏
の
北
斗
七
星
、
北
極
星
に

対
す
る
信
仰
が
あ
る
（
９
）
。 

 

千
葉
氏
は
、
そ
の
祖
、
平
良
文
が
妙
見
菩
薩
に
救
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
か
ら

（
10
）
、
代
々
妙
見
信
仰
を
も
ち
、
「
千
葉
妙
見
」
像
は
千
葉
氏
の
当
主
の
し
る

し
と
し
て
、
千
葉
城
内
の
妙
見
堂
に
安
置
さ
れ
た
。
妙
見
菩
薩
は
闘
い
を
司
り

福
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

妙
見
信
仰
は
し
ば
し
ば
虚
空
蔵
信
仰
（
明
星
天
子
）
と
混
交
さ
れ
た
（
11
）
。

つ
ま
り
、
妙
見
信
仰
は
、
天
体
全
体
へ
の
信
仰
に
及
び
や
す
い
も
の
だ
っ
た
。 

 

い
ま
、
初
代
の
三
年
願
文
に
あ
げ
ら
れ
た
祈
請
先
の
神
仏
の
う
ち
、
上
野
両

大
師
、
不
動
明
王

に
二
童
子
（
大
山
）
、
愛
染
明
王
以
外
は
明
ら
か
に
天
体

に
関
係
の
あ
る
仏
神
で
あ
る
。
（
天
道
大
日
如
来
も
、
六
年
願
文
で
屋
よ
り
日
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天
を
拝
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
天
子
の
本
地
と
し
て
大
日
如
来
、
と
い
う

こ
と
で
天
体
信
仰
に
含
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注
（
２
）
参
照
）
。 

 

ま
ず
明
星
だ
が
、
本
地
は
虚
空
蔵
菩
薩
と
さ
れ
、
妙
見
尊
と
の
混
合
も
あ
る

も
の
で
あ
る
。 

 
次
に
二
十
八
宿
と
は
、
月
の
運
行
経
路
で
あ
る
白
道
上
の
二
十
八
の
星
宿
名

で
、
『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
（
12
）
に
も
「
此
尊
本
仏
者
薬
師
如
来
日
月
光

菩
薩
…
…
天
二
十
八
宿
…
…
皆
妙
見
大
菩
薩
之
変
化
也
」
と
あ
る
。 

 

ま
た
、
三
光
諸
天
と
は
、
日
天
子
、
月
天
子
、
星
の
こ
と
で
あ
る
。
月
信
仰

に
つ
い
て
は
、
千
葉
家
祖
、
良
文
の
母
が
忠
文
懐
妊
の
際
、
月
に
祈
っ
た
と
い

う
記
録
が
前
出
『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
に
あ
る
。 

 

良
文
未
母
ノ
胎
中
ニ
有
シ
時
高
望
親
王
ノ
夫
人
毎
日
日
月
星
ノ
三
辰
ニ
向

テ
祈
願
申
サ
セ
給
ヒ
レ
ハ
今
我
体
内
ニ
一
子
ヲ
ヤ
ト
セ
リ
イ
カ
ニ
モ
シ
テ

男
子
ヲ
儲
ケ
子
孫
相
続
ヲ
得
セ
シ
メ
玉
ヘ
ト
丹
誠
肝
ニ
銘
セ
シ
カ
ハ
（
以
下

略
） 

  

更
に
、
愛
染
明
王
で
あ
る
が
、
清
涼
寺
の
重
文
『
融
通
念
仏
縁
起
』
に
、
日

天
子
、
月
天
子
、
七
星
の
側
に
愛
染
明
王
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
愛
染

明
王
が
天
体
と
関
連
が
深
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
（
13
）
。
ま
た
、
後
に
再
述
す

る
が
、
千
葉
常
胤
は
千
葉
寺
に
愛
染
明
王
を
祀
っ
て
お
り
、
千
葉
氏
が
信
仰
を

捧
げ
て
い
た
仏
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
初
代
の
願
文
中
に
占
め
る
天
体
信
仰
の
比
重
は
非
常

に
高
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
先
祖
の
出
身
地
、
千
葉
に
伝
わ
る
信
仰
の
影

響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

市
川
家
の
妙
見
信
仰
を
し
の
ば
せ
る
資
料
が
も
う
一
点
あ
る
。 

 

永
禄
六
（
一
七
七
七
）
年
刊
行
の
黄
表
紙
『
千
葉
功
』
（

者
鈴
木
吉
路
、

画
工
恋
川
春
町
）
は
、
千
葉
氏
の
守
本
尊
、
妙
見
菩
薩
像
の
霊
験
を
説
い
た
後

で
、
末
尾
に
以
下
の
よ
う
な
文
を
記
す
（
14
）
。 

 

近
く
は
、
二
代
目
海
老
蔵
、
こ
の
妙
見
大
菩
薩
を
信
心
す
る
事
多
年
に
し
て
、

つ
い
に
役
者
の
お
や
玉
と
な
り
た
り
。
其
ほ
か
霊
げ
ん
は
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が

た
し
。
く
わ
し
き
こ
と
下
総
国
千
葉
妙
見
寺
の
え
ん
記
に
し
る
し
ぬ
る
あ
い

だ
、
信
心
の
と
も
が
ら
い
た
だ
い
て
御
ら
ん
あ
る
べ
し
（
15
）
。 

  

二
代
目
海
老
蔵
と
は
、
四
代
目
団
十
郎
の
隠
居
後
の
名
で
あ
る
。『
千
葉
功
』

終
丁
に
は
、
こ
の
文
と
共
に
、
四
代
目
と
五
代
目
が
向
き
合
っ
て
妙
見
菩
薩
を

礼
拝
し
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

四
代
目
が
妙
見
信
仰
を
も
っ
て
い
た
か
ど
う
か
を
示
す
資
料
は
他
に
知
ら

な
い
。
し
か
し
、
初
代
が
明
星
を
は
じ
め
、
千
葉
と
縁
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
信

仰
を
も
ち
伝
え
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
四
代
目
は
二
代
目
の
実
子
と
も
い
わ
れ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
団
十
郎
襲
名
に
多
く
の
困
難
を
伴
っ
た
こ
と
等
（
16
）
を
考

え
る
と
、
父
祖
の
地
に
残
る
神
で
、
闘
い
の
神
、
福
を
与
え
る
神
で
あ
る
妙
見

尊
に
信
仰
を
寄
せ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

次
に
、
前
節
で
大
山
不
動
へ
の
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
千
葉
氏
に
も
も

と
も
と
不
動
尊
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。 

 

２ 

不
動
信
仰 

［
常
胤
の
信
仰
］ 

千
葉
氏
の
菩
提
寺
は
大
日
寺
で
あ
る
が
、
氏
寺
は
千
葉
市

に
あ
る
真
言
宗
の
千
葉
寺
で
あ
る
。
本
尊
は
十
一
面
観
音
、
薬
師
如
来
で
あ
る

が
、
千
葉
氏
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
常
胤
（
一
一
一
八
─
一
二
〇
一
）
は
こ
の
寺

に
新
た
に
二
堂
を
建
立
、
愛
染
明
王
と
不
動
明
王
を
祀
っ
た
。
常
胤
は
源
頼
朝

に
従
い
、
多
数
の
戦
を
経
験
し
た
武
将
な
の
で
、
戦
勝
を
祈
っ
た
と
考
え
ら
れ
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る
。 

［
万
満
寺
の
不
動
尊
］ 

千
葉
、
馬
橋
万
満
寺
の
「
不
動
明
王
脇
立
二
王
尊
略

縁
起
」
（
17
）
は
、
左
の
説
話
を
記
す
。 

 
千
葉
家
某
の
一
子
大
悪
疱
瘡
を
な
や
ミ
既
に
あ
や
ふ
く
見
へ
け
る
時
、
一
旅

僧
来
て
告
て
い
へ
ら
く
、
今
此
疱
瘡
く
す
り
を
も
つ
て
治
す
へ
か
ら
ず
。
是

を
す
く
ハ
ン
と
な
ら
は
馬
橋
邑
萬
満
寺
に
霊
験
い
や
ち
こ
な
る
二
尊
在
す
。

今
こ
の
た
づ
さ
へ
た
る
木
剱
一
ふ
り
草
鞋
一
足
を
献
じ
て
病
苦
を
な
げ
き

祈
願
す
べ
し
。
し
か
し
て
そ
の
木
剱
草
鞋
を
借
受
奉
り
、
家
の
浄
所
に
お
さ

め
置
祈
念
お
こ
た
る
事
な
き
時
ハ
、
日
な
ら
ず
平
癒
す
み
や
か
な
る
へ
し
。

ゆ
め
〳
〵
う
た
が
ふ
事
な
か
れ
と
う
ふ
か
と
お
も
へ
ば
、
僧
の
か
た
ち
ハ
見

へ
ず
な
り
に
け
り
。 

  

僧
の
言
葉
に
従
っ
た
と
こ
ろ
、
小
児
は
命
を
助
か
り
、
疱
瘡
の
痕
も
残
ら
な

か
っ
た
と
い
う
。 

 

万
満
寺
は
、
千
葉
氏
の
菩
提
寺
大
日
寺
が
千
葉
に
移
っ
た
時
、
大
日
五
仏
の

尊
像
が
霊
仏
な
る
に
よ
り
馬
橋
に
残
り
、
後
に
そ
れ
を
祀
っ
て
万
満
寺
と
い
う

よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
で
あ
り
、
千
葉
氏
と
縁
が
深
い
。
千
葉
氏
が

不
動
尊
を
信
仰
し
た
証
と
な
る
話
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
万
満
寺
不
動
尊
は
、
引
用
文
に
も
あ
っ
た
通
り
、
信
者
が

木
剱
と
草
鞋
を
奉
納
す
る
の
で
有
名
で
あ
っ
た
。
前
掲
略
縁
起
後
半
に
は
、「
近

里
遠
境
と
な
く
此
寺
に
来
て
木
剱
草
鞋
を
献
じ
、
ひ
と
し
く
利
益
を
蒙
る
も
の

あ
け
て
か
ぞ
へ
か
た
し
」
と
、
そ
の
盛
況
ぶ
り
が
描
か
れ
る
。 

 

木
剱
奉
納
と
い
う
と
、
大
山
不
動
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
松

下
邦
夫
氏
に
よ
る
と
（
18
）
、
万
満
寺
の
こ
の
習
慣
が
資
料
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ

る
の
は
文
政
頃
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
初
代
の
大
山
に
対
す
る
木
剱
奉
納
（
三

年
願
文
）
と
直
接
関
わ
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

［
称
名
寺
の
学
問
］ 

千
葉
氏
は
十
三
世
紀
半
ば
、
称
名
寺
の
檀
越
、
金
沢
北

条
氏
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
。
そ
の
為
、
千
葉
寺
は
、「
学
問
・
文
化
の
一
拠
点
」

（
国
史
大
辞
典
「
千
葉
寺
」
の
項
）
と
な
り
、
学
僧
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

称
名
寺
（
金
沢
文
庫
）
に
は
不
動
尊
の
資
料
も
多
く
、
そ
こ
か
ら
千
葉
寺
に
不

動
信
仰
に
つ
い
て
の
経
典
や
学
理
が
導
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

称
名
寺
二
世
釼
阿
は
、
弘
安
七
（
一
二
八
四
）
年
、
二
十
四
歳
の
時
、
「
下

州
千
葉
之
庄
大
日
堂
知
客
寮
」
で
『
不
動
法
』
一
巻
を
写
し
て
お
り
、
そ
れ
は

金
沢
文
庫
に
伝
存
し
て
い
る
。
寮
を
も
つ
程
大
き
い
大
日
堂
と
は
大
日
寺
の
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
千
葉
と
称
名
寺
の
不
動
信
仰
の
つ
な
が
り
を

示
す
資
料
と
い
え
よ
う
（
19
）
。 

［
成
田
不
動
尊
］ 

成
田
不
動
尊
に
も
千
葉
氏
は
庇
護
を
加
え
て
い
た
。
文
治

四
（
一
一
八
八
）
年
に
は
千
葉
介
常
胤
が
諸
堂
を
建
立
し
、
建
武
年
間
に
は
千

葉
新
介
が
堂
塔
を
修
復
し
た
（
20
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
戦
乱
の
影
響
な
ど
で
、

七
度
回
禄
に
逢
う
、
と
い
う
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
成
田
山
が
江
戸
の

民
衆
の
信
仰
を
集
め
る
の
は
元
禄
一
六
年
、
深
川
で
初
め
て
本
尊
の
出
開
帳
を

行
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
時
は
初
代
団
十
郎
・
九
蔵
が
森
田
座
で
「
成
田
山

分
身
不
動
」
を
上
演
し
、
た
い
へ
ん
評
判
と
な
っ
た
。
成
田
山
中
興
照
範
上
人

の
時
で
あ
る
（
21
）
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
千
葉
は
不
動
信
仰
の
あ
っ
た
土
地
で
あ
り
、
千
葉
出
身
の
団

十
郎
に
も
、
も
と
も
と
不
動
信
仰
の
素
地
が
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
き
た
い
。 
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三 

「
石
原
」
の
上
人 

初
代
団
十
郎
の
願
文
の
、
祈
請
先
の
神
仏
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
も
う
一

点
、
願
文
本
文
中
に
表
れ
て
い
る
信
仰
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。「
六
年
願
文
」

中
に
、 

 

念
仏
け
ん
ご
に
、
奥
沢
の
お
く
、
又
石
原
の
末
に
も
、
誠
を
行
ざ
る
御
法
も

あ
れ
ば
あ
る
。 

 

と
い
う
一
文
が
あ
る
。 

 

「
奥
沢
」
「
石
原
」
に
、
堅
固
な
念
仏
の
信
者
が
い
た
と
い
う
意
味
で
あ
る

が
、
こ
の
行
者
の
う
ち
、
「
石
原
」
に
い
た
人
物
は
、
顕
誉
祐
天
上
人
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

上
人
は
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
、
増
上
寺
学
頭
職
の
地
位
を
捨
て
て
牛
島

へ
隠
棲
す
る
が
、
そ
の
後
転
居
し
て
石
原
に
も
庵
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る

（
石
原
は
広
義
で
は
牛
島
と
い
え
る
の
で
、
ま
と
め
て
牛
島
時
代
と
称
す
る
こ

と
が
多
い
）
。 

 

『
祐
天
大
僧
正
利
益
記
』
巻
上
「
名
号
霊
験
の
事
」
中
に
は
（
22
）
、 

 

元
禄
三
午
年
の
春
。
江
戸
浅
草
寺
の
境
内
よ
り
出
火
し
て
。
…
…
本
所
の
□

ま
で
焼
出
せ
り
。
師
の
庵
室
も
原師

にハ

す此

み時

玉本

へ所

り石

瞬
息
の
う
ち
に
焦
土
と

な
り
ぬ
。 

 

と
あ
り
（
名
号
が
焼
け
残
っ
た
奇
瑞
譚
で
あ
る
）
、
元
禄
三
年
時
に
は
庵
は
石

原
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。 

 

祐
天
が
将
軍
綱
吉
に
よ
り
檀
林
の
一
、
生
実
大
巌
寺
住
職
に
大
抜
擢
さ
れ
て

石
原
を
出
る
の
は
、
元
禄
一
ニ
年
で
あ
り
、
団
十
郎
が
願
文
を
書
い
た
時
期
（
元

禄
六
年
）
に
は
、
石
原
の
祐
天
上
人
で
通
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 

 

小
稿
（
23
）
で
祐
天
寺
『
本
堂
過
去
霊
名
簿
』
に
残
る
団
十
郎
関
係
の
法
名
を

紹
介
し
、
二
代
目
以
降
の
祐
天
へ
の
信
仰
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
折
、

初
代
の
信
仰
に
つ
い
て
は
保
留
し
て
お
い
た
。
こ
の
資
料
に
よ
り
、
元
禄
六
年

頃
に
は
、
初
代
は
祐
天
の
こ
と
を
、
石
原
に
隠
棲
し
て
い
る
高
徳
の
念
仏
者
と

意
識
し
、
尊
敬
し
て
い
る
に
し
て
も
、
一
言
で
済
ま
し
て
い
る
様
子
が
ら
、
お

そ
ら
く
自
ら
庵
を
訪
ね
て
ゆ
く
ほ
ど
の
信
者
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

初
代
の
没
後
、
位
牌
が
祐
天
も
し
く
は
そ
の
後
継
者
に
納
め
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
が
（
23
）
、
元
禄
六
年
か
ら
死
の
宝
永
元
年
迄
の
間
に
、
何
ら
か
の
理
由
で

初
代
が
祐
天
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
或
い
は
、
遺
族
（
妻
、
栄
や
二

代
目
団
十
郎
）
が
信
仰
を
も
っ
て
い
た
か
ら
か
等
は
、
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
初
代
の
願
文
に
祐
天
と
並
べ
て
書
か
れ
て
い
る
「
奥
沢
」

の
上
人
、
こ
れ
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
九
品
仏
浄
真
寺
の
開
山
、
珂
磧

上
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

上
人
は
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
─
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
の
人
で
、

延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
、
六
十
一
歳
の
時
、
世
田
谷
の
奥
沢
に
移
っ
た
。
堂

を
建
立
し
、
自
身
が
深
川
霊
巌
寺
に
造
立
し
た
九
品
の
像
を
移
し
た
（
国
史
大

辞
典
）
。 

 

『
珂
磧
上
人
行
業
記
』（
『
浄
土
宗
全
書
』
十
七
巻
）
を
み
る
と
、
珂
磧
上
人

は
、
霊
に
と
り
憑
か
れ
た
人
を
救
済
し
た
り
、
念
仏
に
よ
り
病
者
を
な
お
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
帰
依
者
は
日
を
追
っ
て
増
え
、
有
名
だ
っ
た
。
共
に
隠
遁

者
で
あ
り
、
霊
を
成
仏
さ
せ
、
病
人
を
癒
し
た
点
は
祐
天
と
よ
く
似
て
お
り
、

対
に
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
思
わ
れ
る
。 

 

『
江
戸
名
所
図
会
』
に
は
、
九
品
寺
寺
宝
に
「
亡
者
の
文
」「
接
待
大
茶
釜
」
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が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
上
人
が
、
依
頼
者
の
先
妻
の
死
霊
、
継
母
の
死
霊
を
成

仏
さ
せ
た
由
縁
の
品
だ
と
い
い
伝
え
て
い
る
記
述
が
あ
る
。
祐
天
の
事
蹟
と
似

て
い
る
と
い
え
る
。 

 
も
ち
ろ
ん
、
団
十
郎
願
文
の
書
か
れ
た
元
禄
六
年
は
珂
磧
上
人
晩
年
で
あ
り
、

奥
沢
に
い
た
時
期
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
初
代
団
十
郎
は
、
父
祖
の
地
の
信
仰
を
伝
え
、
ま
た
、

江
戸
で
当
時
盛
ん
だ
っ
た
信
仰
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
自
分
の
属
す
る
浄
土
宗

の
念
仏
の
教
え
も
守
り
（
願
文
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
、
ま
た
同
時
代
の
念

仏
の
隠
者
達
に
も
注
意
を
払
っ
て
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
彼
が
祈
請
し
た
内
容
は
、
父
母
に
孝
養
を
尽
く
す
た
め
に
順
死
往
生

（
24
）
を
願
う
他
は
、
専
ら
家
族
の
安
全
、
劇
界
で
の
上
首
尾
な
ど
現
世
利
益
を

祈
っ
て
る
。
そ
し
て
、
不
首
尾
は
自
ら
の
精
進
が
足
り
な
か
っ
た
結
果
だ
と
し

て
、
更
に
い
ろ
い
ろ
な
精
進
に
つ
と
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。 

 

彼
の
願
文
は
、
非
常
に
信
仰
深
い
初
代
の
様
子
を
伝
え
る
と
共
に
、
当
時
の

民
衆
の
信
仰
を
窺
い
知
る
う
え
で
も
興
味
深
い
材
料
だ
と
い
え
よ
う
。 

  

こ
の
小
論
は
、
平
成
八
年
度
仏
教
文
学
会
春
季
大
会
に
於
い
て
「
不
動
・
祐

天
・
團
十
郎
─
民
衆
宗
教
の
一
側
面
─
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
の
う

ち
、
一
部
を
抜
出
し
て
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

千
葉
県
立
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
等
各
機
関
に
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

 

注 

（
１
） 

「
団
十
郎
の
出
自
と
信
仰
」（『
歌
舞
伎
』
二
十
号
、
昭
和
四
八
年
四
月
）
。 

（
２
） 

「
初
代
団
十
郎
の
願
文
─
解
題
と
翻
刻
─
」
（
加
賀
佳
子
・
武
井
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
『
演
劇
研
究
』
十
七
号
）
。 

（
３
） 

武
相
叢
書
の
一
。
石
野
瑛
編
著
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
、
名
著
出
版
。 

（
４
） 

前
掲
書
に
載
せ
る
「
大
山
史
」
に
よ
る
。
石
野
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、

「
大
山
史
」
（
大
山
寺
所
蔵
）
は
、
「
傅
燈
大
阿
闍
梨
宥
長
の
代
、
明

治
三
十
二
・
三
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
時
の
大
山
寺
住
職
等
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
５
） 

『
曽
我
兄
弟
物
語
』
（
立
木
望
隆
、
城
前
寺
曽
我
兄
弟
遺
跡
保
存
会
、

一
九
七
九
年
）
、「
曽
我
兄
弟
と
大
山
不
動
尊
」（
宇
都
宮
泰
長
・
鈴
木

隆
長
『
大
山
不
動
尊
と
日
向
薬
師
』
竹
内
洋
出
版
、
昭
和
五
六
年
四

月
）
、
等
に
紹
介
さ
れ
る
。 

（
６
） 

「
初
代
団
十
郎
年
譜
（
一
）
─
誕
生
よ
り
元
禄
九
年
─
」
（
加
賀
佳
子

『
歌
舞
伎
─
研
究
と
批
評
─
』
十
四
号
、
一
九
九
四
年
一
二
月
）
。 

（
７
） 

『
市
川
団
十
郎
の
代
々
』
上
（
伊
原
青
々
園
、
大
正
六
年
、
東
京
市
川

宗
家
）
。 

（
８
） 

「
妙
見
信
仰
と
虚
空
蔵
信
仰
─
日
本
の
星
神
信
仰
覚
書
─
」（
『
妙
見
信

仰
調
査
報
告
書
』(

一
）
、
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、
平
成
四
年
）
。 

（
９
） 

千
葉
氏
以
前
か
ら
房
総
に
は
星
の
信
仰
を
伴
う
観
音
信
仰
が
盛
ん
だ

っ
た
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
「
千
葉
妙
見
を
め
ぐ
る
神
仏
」
（
宮
原
さ

つ
き
『
妙
見
辛
信
仰
調
査
報
告
書
』（
三
）、
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、

平
成
六
年
）
。 

（
10
） 
『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
（
栄
福
寺
蔵
『
妙
見
信
仰
調
査
報
告
書
』

（
一
）
所
収
）
。
注
（
８
）
参
照
。 

（
11
） 

「
星
と
虚
空
蔵
信
仰
─
日
本
星
神
信
仰
史
覚
書
そ
の
一
─
」
（
佐
野
賢
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二
『
虚
空
蔵
信
仰
』
民
衆
宗
教
史
叢
書
、
雄
山
閣
出
版
）
。 

（
12
） 

注
（
10
）
参
照
。『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、

一
九
九
六
年
）
に
載
る
解
説
に
は
、
享
録
元
（
一
五
二
八
）
年
成
立

と
あ
る
。 

（
13
） 

宮
原
さ
つ
き
「
『
千
葉
妙
見
』
の
本
地
を
め
ぐ
っ
て
」「
『
妙
見
信
仰
調

査
報
告
書
』
（
二
）
、
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、
平
成
五
年
）
。 

（
14
） 

『
仮
名
垣
魯
文
の
成
田
道
中
記
』
所
収
。
鶴
岡
節
雄
校
注
、
千
秋
社
、

昭
和
五
五
年
。 

（
15
） 

妙
見
寺
（
金
剛
授
寺
）
は
現
在
の
千
葉
市
内
に
あ
っ
て
祭
星
の
祠
壇
、

千
葉
氏
の
氏
神
だ
っ
た
。
現
在
の
千
葉
神
社
。 

（
16
） 

『
四
代
目
市
川
団
十
郎
』
（
渡
辺
保
、
一
九
九
四
年
、
筑
摩
書
房
）
に

詳
し
い
。 

（
17
） 

『
略
縁
起
集
成
』
第
一
巻
、
中
野
猛
編
、
一
九
九
五
年
、
勉
誠
社
。 

（
18
） 

『
法
王
山
万
満
寺
史
』
（
昭
和
六
二
年
、
万
満
寺
）
。 

（
19
） 

「
東
国
特
に
鎌
倉
に
於
け
る
不
動
明
王
信
仰
資
料
に
つ
い
て
」
（
太
田

次
男
『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
三
号
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。 

（
20
） 

『
新
修
成
田
山
史
』
（
神
崎
照
恵
、
昭
和
四
三
年
、
大
本
堂
建
立
記
念

開
帳
奉
修
事
務
局
）
。 

（
21
） 

加
賀
氏
は
、
成
田
山
と
団
十
郎
の
結
び
つ
き
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
る

の
は
こ
の
時
が
最
初
だ
と
さ
れ
る
。
注
（
６
）
参
照
。 

（
22
） 

文
化
五
年
版
本
。 

（
23
） 

「
祐
天
寺
と
団
十
郎
─
初
代
～
五
代
目
の
信
仰
問
題
─
」（
『
歌
舞
伎
─

研
究
と
批
評
─
』
十
五
号
、
一
九
九
五
年
六
月
。 

（
24
） 

団
十
郎
は
「
順
死
往
生
」
の
意
を
誤
解
し
て
い
る
。「
尤
わ
か
う
し
て

父
母
に
先
達
者
も
あ
る
こ
と
な
れ
ど
、
ま
づ
お
も
ひ
ね
が
は
し
き
は

じ
ゅ
ん
し
だ
（
順
死
）
往
生
の
道
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、

年
齢
順
に
没
す
る
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、「
順

死
往
生
」
と
は
、「
現
在
に
於
い
て
念
佛
等
の
業
に
よ
り
次
生
に
往
生

の
果
を
受
く
」
（『
浄
土
宗
義
概
説
』
阿
川
貫
達
、
浄
土
宗
、
昭
和
三

二
年
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
「
順
死
往
生
」（
第
一

生
に
業
を
造
り
第
三
生
以
後
に
往
生
の
果
を
受
く
る
も
の
）
と
い
う

言
葉
も
あ
る
。 

歌
舞
伎 

研
究
と
批
評 
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